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こ
の
絵
を
見
た
本
校
の
教
員
曰
く
「
お
っ
、
教
科

書
で
見
た
。
」
と
か
、
「
資
料
集
に
載
っ
て
い
た
。
」

な
ど
と
申
し
て
お
り
ま
し
た
。
も
う
ほ
と
ん
ど
職
業

病
！？
に
近
い
状
態
で
す
。 

 

実
は
、
本
校
の
女
性
教
員
の
結
婚
式
に
お
招
き
い

た
だ
き
、
横
浜
の
海
を
見
下
ろ
す
ス
テ
キ
な
チ
ャ
ペ

ル
で
の
結
婚
式
の
後
、
こ
の
会
場
に
来
た
と
た
ん
、

壁
一
面
が
こ
の
絵
。
な
ん
で
も
こ
の
会
場
は
、
「
ペ

リ
ー
来
航
の
間
」
と
い
う
名
前
だ
そ
う
で
、
一
同
ナ

ル
ホ
ド
と
納
得
。 

 

教
科
書
等
で
お
な
じ
み
の
こ
の
絵
、
気
に
な
っ
た

の
で
後
日
調
べ
て
み
ま
し
た
。
（
私
も
か
な
り
の
職

業
病
の
よ
う
で
す…

。
） 

 

「
ペ
リ
ー
提
督
横
浜
上
陸
の
図
」
と
呼
ば
れ
る
こ

の
絵
は
、
一
八
五
四
年
三
月
八
日
（
嘉
永
七
年
二
月

十
日
）
の
十
二
時
頃
、
ペ
リ
ー
提
督
一
行
が
横
浜
に

上
陸
し
て
応
接
所
に
向
か
う
場
面
を
描
い
た
も
の
で

す
。
「
絵
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
ペ
リ
ー
の
艦
隊
に

随
行
し
た
画
家
の
ハ
イ
ネ
さ
ん
に
よ
る
水
彩
画
を
も

と
に
し
て
、
リ
ト
グ
ラ
フ
の
技
師
で
あ
っ
た
ブ
ラ
ウ

ン
・
ジ
ュ
ニ
ア
さ
ん
が
彩
色
リ
ト
グ
ラ
フ
で
作
成
し

た
一
枚
で
、
正
式
に
は
「
ペ
リ
ー
提
督
と
艦
隊
士
官

が
（
日
本
）
帝
国
委
員
と
の
面
会
の
た
め
に
上
陸
す

る
図
」
と
言
う
よ
う
で
す
。 

 

沖
に
停
泊
す
る
八
隻
の
船
の
名
前
ま
で
分
か
っ
て

い
て
、
左
か
ら
サ
ラ
ト
ガ
号
・
サ
ザ
ン
プ
ト
ン
号
・

ヴ
ァ
ン
ダ
リ
ア
号
・
ミ
シ
シ
ッ
ピ
号
・
マ
セ
ド
ニ
ア

ン
号
・
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
・
サ
ス
ケ
ハ
ナ
号
・
レ
キ
シ

ン
ト
ン
号
の
順
で
す
。
こ
の
リ
ト
グ
ラ
フ
に
は
八
隻

の
船
し
か
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
遅
れ
て
サ
プ
ラ

イ
号
が
到
着
し
た
の
で
、
全
部
で
九
隻
が
江
戸
湾
に

集
結
。幕
府
に
に
ら
み
を
利
か
せ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

授
業
で
習
う
の
で
、六
年
生
の
子
ど
も
た
ち
も「
サ

ス
ケ
ハ
ナ
号
（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
を
流
れ
る
川
の

名
前
か
ら
）
」
や
、
「
日
米
和
親
条
約
」
の
よ
う
に
、

テ
ス
ト
必
出
の
用
語
く
ら
い
は
今
で
も
覚
え
て
く
れ

て
い
る
と
よ
い
の
で
す
が
。 

 

日
米
和
親
条
約
が
結
ば
れ
た
の
が
一
八
五
四
年
三

月
三
十
一
日
（
嘉
永
七
年
三
月
三
日
）
。
今
か
ら
百

七
十
年
以
上
前
の
三
月
の
出
来
事
な
の
で
す
ね
。 

 

こ
の
リ
ト
グ
ラ
フ
に
は
、
犬
も
二
匹
描
か
れ
て
い

ま
す
。
尾
が
短
く
な
っ
て
い
て
、
首
輪
も
つ
い
て
い

る
よ
う
な
の
で
、
艦
隊
と
共
に
や
っ
て
来
た
犬
だ
ろ

う
と
い
う
説
も
あ
る
の
だ
と
か
。 

 

完
全
武
装
し
た
約
五
百
人
の
士
官
等
を
引
き
連
れ

て
上
陸
し
た
ペ
リ
ー
さ
ん
が
応
接
所
に
入
る
と
、
公

式
の
会
談
が
始
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
合
間
に
食
事
が

供
さ
れ
ま
す
。
料
理
を
担
当
し
た
の
は
日
本
橋
の
有

名
な
料
理
茶
屋
「
百
川
」
。
ア
メ
リ
カ
側
の
三
百
人

分
と
そ
れ
を
接
待
す
る
日
本
の
役
人
二
百
人
分
の
合

計
五
百
人
分
の
料
理
が
用
意
さ
れ
、一
人
前
は
三
両
。 

 

当
時
百
川
の
料
金
は
、最
も
安
い
物
で
一
人
千
文
。

最
も
上
等
で
二
千
文
。
一
両
は
約
六
千
文
な
の
で
三

両
と
な
る
と
百
川
の
最
高
料
理
の
代
金
の
九
倍
！
今

の
金
額
に
し
て
約
三
十
万
円
。
五
百
人
分
で
一
億
五

千
万
円
の
大
饗
宴
。 

料
理
お
よ
そ
九
十
種
。
菓
子
三
種
。
大
半
は
刺
身
・

吸
い
物
・
煮
物
・
焼
き
物
で
、
ア
メ
リ
カ
人
の
口
に

合
う
よ
う
な
油
で
い
た
め
た
濃
厚
な
味
の
料
理
は
無

く
、
肉
料
理
は
豚
煮
と
鴨
の
二
品
だ
け
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
食
文
化
の
差
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
残
念
な

が
ら
、
評
価
は
芳
し
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

お
式
の
日
の
我
々
は
と
い
う
と
、
こ
の
ホ
テ
ル
発

祥
の
料
理
だ
と
い
う
シ
ー
フ
ー
ド
ド
リ
ア
や
プ
リ
ン

ア
ラ
モ
ー
ド
を
含
む
多
彩
で
お
い
し
い
料
理
を
頂
戴

し
て
大
満
足
。
本
校
の
女
性
教
員
が
、
家
族
か
ら
今

ま
で
ど
れ
だ
け
慈
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
て
き
た
の
か
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
る
宴
で
し
た
。
新
婦
か
ら
の
両
家

の
ご
両
親
へ
の
お
手
紙
。
途
中
涙
で
声
が
詰
ま
り
そ

う
に
な
り
な
が
ら
も
、
気
丈
に
読
み
切
っ
た
彼
女
の

職
業
病
！？
と
、
お
嬢
さ
ん
を
持
つ
男
性
教
員
数
名
の

滂
沱
（
ぼ
う
だ
）
の
涙
が
印
象
的
で
し
た
。
二
人
の

こ
れ
か
ら
の
航
海
に
、
幸
多
か
れ
と
祈
り
つ
つ
、「
花

嫁
の
父
」
の
複
雑
な
お
気
持
ち
、
お
察
し
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 

（
立
教
小
学
校
校
長 

田
代 

正
行
） 

 

こ
の
絵
、
ど
こ
か
で

ご
覧
に
な
っ
た
覚
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

つ
い
最
近
私
は
、
本

校
の
教
員
数
名
と
共

に
、
巨
大
な
こ
の
絵
を

目
撃
し
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
横
浜
の
某
ホ

テ
ル
の
結
婚
披
露
宴

会
場
で
。 


